
橋
本
千
菜
美　

は
し
も
と
ち
な
み

京
都
府
出
身
。
筑
波

大
学
卒
業
後
、
笠
間

市
の
鈴
木
繁
氏
竹
細

工
を
学
ぶ
。

筑
波
山
麓
在
住
。

３９ 秋冬

秋冬

39

10

秋冬

　

竹
は
様
々
な
道
具
と
な
っ
て
日
本
人
の
暮

ら
し
を
支
え
て
き
た
。
日
常
生
活
や
農
作
業

に
つ
か
う
笊
や
籠
は
、
丈
夫
で
あ
り
な
が
ら

編
目
の
美
し
さ
な
ど
繊
細
な
面
も
あ
る
。
そ

の
両
方
に
魅
力
を
感
じ
、
自
ら
も
作
り
手
と

な
っ
た
橋
本
千
菜
美
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。

　

京
都
府
出
身
の
橋
本
さ
ん
は
、
日
本
で
も

珍
し
い
美
術
工
芸
を
学
べ
る
府
立
高
校
を
卒

業
、
そ
の
後
筑
波
大
学
で
芸
術
（
彫
刻
）
を

専
攻
し
た
が
、
あ
る
日
骨
董
品
の
竹
細
工
と

出
会
い
一
目
ぼ
れ
、
作
り
手
を
目
指
そ
う
と

決
意
し
た
。
知
人
の
つ
て
で
茨
城
県
笠
間
市

の
竹
細
工
職
人
の
鈴
木
繁
さ
ん
の
元
で
学
べ

る
こ
と
に
な
る
。
鈴
木
さ
ん
は
茨
城
県
で
も

数
少
な
い
職
人
の
一
人
で
、「
昔
は
職
人
が
各

家
を
周
り
、
そ
の
場
で
竹
林
か
ら
竹
を
伐
り

出
し
て
、
客
の
要
望
に
応
じ
た
籠
を
作
る
こ

と
も
多
か
っ
た
と
か
。
そ
ん
な
話
を
聞
き
な

が
ら
、
昔
な
が
ら
の
本
格
的
な
仕
事
を
直
接

習
え
た
の
は
貴
重
な
機
会
で
し
た
。」
と
橋
本

さ
ん
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
材
料
の
竹
を
手
に
入
れ
や

す
い
筑
波
山
麓
に
工
房
を
構
え
て
早
三
年
、

日
々
製
作
に
励
ん
で
い
る
。
山
か
ら
竹
を
伐

り
出
し
、
細
く
割
き
ヒ
ゴ
を
作
る
。
竹
細
工

の
製
作
過
程
に
は
力
仕
事
が
多
く
、
職
人
も

男
性
が
ほ
と
ん
ど
。
農
業
に
使
わ
れ
る
竹
の

カ
ゴ
は
丈
夫
で
あ
る
事
が
良
し
と
さ
れ
て
無

骨
に
な
り
が
ち
な
中
で
、
橋
本
さ
ん
が
手
掛

け
る
カ
ゴ
は
繊
細
で
あ
る
。
暮
ら
し
が
変
化

し
た
現
在
で
は
、
荒
っ
ぽ
い
使
い
方
に
耐
え

う
る
丈
夫
な
製
品
、
大
き
な
製
品
の
需
要
は
減

り
、
日
常
生
活
の
中
で
使
え
る
も
の
で
か
つ
繊

細
な
模
様
、
竹
の
質
感
を
楽
し
め
る
も
の
へ
と

変
化
し
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。
橋
本
さ
ん
は「
こ

れ
で
大
丈
夫
な
の
か
、
も
っ
と
強
く
し
た
方
が

良
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
か
ら
学
ん
だ

基
礎
的
な
技
術
を
高
め
つ
つ
も
、
彫
刻
で
培
っ

た
造
形
や
シ
ル
エ
ッ
ト
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
れ
ま

で
に
な
い
竹
細
工
を
手
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
作
品
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
手
掛
け
た
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
展
示
会
で
販
売
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

こ
ん
な
風
に
作
り
手
と
共
に
柔
軟
に
変
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
竹
の
魅
力
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

橋本千菜美さんの情報・問合せ先　　　　chimy0523@gmail.com　　　　橋本千菜美で検索

巻頭特集

竹細工作家
橋本千菜美さん

　

筑
波
山
梅
林
は
梅
ま
つ
り
（
２
〜
３
月
）

の
最
盛
期
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
筑
波
山

の
観
光
名
所
で
あ
る
。
4.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広

い
敷
地
の
斜
面
に
は
、
梅
の
他
に
も
巨
岩
が

点
在
し
、
筑
波
山
な
ら
で
は
の
力
強
い
風
景

が
楽
し
め
る
。
そ
の
他
に
も
休
憩
所
や
展
望

台
が
あ
る
が
、
高
台
に
あ
る
茅
葺
き
の
あ
ず

ま
や
は
、
梅
林
と
あ
た
り
一
面
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

あ
ず
ま
や
ま
で
の
道
中
の
坂
道
は
、
傾
斜

が
き
つ
い
が
、
そ
の
分
梅
の
花
と
人
と
の
距

離
が
近
く
、
そ
の
香
り
を
間
近
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
あ
ず
ま
や
か
ら
は
梅
林
全
体

を
見
渡
せ
る
の
で
、
梅
の
花
の
広
が
り
を
上

か
ら
も
う
一
度
楽
し
め
る
。
こ
の
あ
ず
ま
や

は
２
０
０
２
年
に
竣
工
し
、
16
年
ぶ
り
に
屋

根
の
丸
葺
き
（
全
面
葺
き
か
え
）
を
行
っ
て

い
る
。
私
が
訪
れ
た
10
月
9
日
は
、
80
代
の

茅
葺
職
人
の
親
方
廣
山
美
佐
雄
さ
ん
と
お
弟

子
さ
ん
３
名
に
よ
っ
て
グ
シ
と
呼
ば
れ
る
屋

根
の
棟
（
ム
ネ
）
の
部
位
が
仕
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
ハ
サ
ミ
で
全
体
が
刈
り
こ

ま
れ
る
の
で
、
間
も
な
く
完
成
で
あ
る
。

　

関
東
平
野
を
眺
望
で
き
る
こ
の
あ
ず
ま
や

か
ら
は
、
空
気
の
澄
ん
で
る
冬
期
に
は
、
富

士
山
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。
梅
ま
つ

り
期
間
中
は
交
通
渋
滞
が
お
き
る
ほ
ど
賑
わ

う
の
で
、
年
末
年
始
の
ま
だ
空
い
て
い
る
時

期
に
葺
き
替
え
た
ば
か
り
の
黄
金
色
の
屋
根

と
景
色
を
一
足
先
に
楽
し
む
こ
と
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。
お
す
す
め
は
蝋
梅
が
香
る
12
月

末
で
あ
る
。（
文
・
安
藤
慧
）

筑
波
山
梅
林
あ
ず
ま
や
の

　
　
　
　
　
　

葺
き
替
え
工
事

　筑波山のふもと「すそみ」で
は、最近、個性豊かな若い人た
ちの活動が目立ちます。地域の
活性化は、古きよきものを尊び
ながら、新しいものにも柔軟に
対応する心持ちによるのではと
思います。「すそみ」を愛する
人々が、様々に関わり、楽しみ
ながら地域を盛り立てていきま
しょう。どうぞご参加ください。

編集長 田中ひとみ

筑波山麓の情報がいっぱいつまった　　　　　　の
バックナンバーを下記のHPにて公開しております！

「すそみろく」で検索！

創刊号～第 29号は「つくば環境フォーラム」HP 内

　第 32 号～最新号は
「筑波山麓グリーン・ツリーズム推進協議会」HP 内

●
筑
波
山
麓
秋
祭
り　

10
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）・
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）・

11
月
１
日
（
木
）〜
４
日
（
日
）

秋
冬
編　

10
月
〜
３
月

ぜひご覧ください
！

写真　制作中のかご・ざる　「籠目」「ござ目」「網代」

●
筑
波
山
神
社
御
座
替
祭　

11
月
１
日
（
木
）

●
筑
波
山
神
社
大
祓　

12
月
31
日
（
月
）

●
飯
名
神
社
初
巳
祭　

2
月
13
日
（
水
）

●
神
郡
塾
講
座
（
毎
月
第
２
日
曜
日
開
催
）

※

内
容
等
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

・
11
月
11
日

　

里
山
散
策

　
「
地
域
の
皆
様
と
地
元
の
自
然
を
再
発
見
」

・
12
月
9
日

　

杉
原
薫
氏
（
つ
く
ば
市
ジ
オ
パ
ー
ク
室
）

　

猪
瀬
愛
子
氏
（
絵
手
紙
教
室
代
表
）

・
１
月
20
日

　

高
野
瀬
一
晃
氏

　
　
　
　
　
　

(

ソ
ニ
ー
教
育
財
団
理
事
長)

・
２
月
17
日

　

嶋
田
麻
紀
氏
（
俳
誌
「
麻
」
主
催
）

・
３
月
10
日

　

福
島
県
被
災
地
研
修

　
「
被
災
地
域
の
復
興
状
況
視
察
」

　
　

場
所　

美
六
山
荘
（
臼
井
２
０
５
２
の
１
）

　
　

問
合
せ　

神
郡
塾

　
　
（
株
式
会
社
坂
東
太
郎
本
部
内) 　

0280-93-0180

筑波山麓グリーン・ツーリズム推進協議会の HPはコチラ http://www.tsukuba-gt.sakura.ne.jp/

( 上 ) 竹簀巻きで「グシ」( 茅屋根の棟部分 )
をおさめるのが筑波流。

( 下 )「グシ」正面の「キリトメ」にハサミで
切り込まれた『寿』の文字。( 写真右 )



※つくば市との
共催イベントです

イベント報告

りょう TextPlusN

りょうゴシック PlusN

時間   各回 10：00 ～ 15：00
集合時間    つくば市神郡 2308
   「すそみの田んぼ」 休憩広場
参加費　　大人 1000 円　子供 500 円 
＊昼食は別途お持ちください

12/22  ( 土 )
2/ 2 ( 土 )

雑木林の手入れと焚火で焼き芋

竹林の手入れと
五平餅づくり

①

②

筑波山を見ながら気持ちよく森しごとの後、おいしいおやつを作ります。

11/1 ( 木 ) ～ 11/4 ( 日 )
筑波山茶屋｢大越邸｣古民家休憩所

白炭窯で炭焼きをします（１月中旬～ 2月上旬予定）

時間：　10:00 ～ 16:00
場所：大越邸　　　参加費：無料
大越邸は築ほぼ 150 年になるつくば道沿いの古民家です。無料休憩所とし
て開放し、オリーブ茶を提供します。建物は法政大学の学生が改修デザイン
を行っており、当日は学生がご案内致します。展示やサラーム ( パレスチナ
伝統 ) 刺繍販売もございます。

オリーブ畑を高台に移転計画中。3/15 オリーブの日にちなみ、3/16 ( 土 )
に中菅間の畑でガーデンパーティー開催予定。詳しくは次号およびHPで。

筑波山麓のコナラ、クヌギを使って白炭を焼きます。炭焼き仲間を募集中
（初心者 OK）炭材切りからはじめます。
興味のある方、見学希望の方はぜひご連絡ください。白炭の販売もして
います（300 円／ kg）。

「散歩が好き、自転車が好き、美味しいものが好き♪」

をキャッチフレーズに筑波山麓を拠点として活動してい

るグループです。筑波山麓りんりんツアー ( ポタリング )

や農業イベントなど、季節ごとに様々なイベントを企画・

実施しています。

座敷ぼうきの材料「ホウキモロコシ」を栽培し、

ひとつひとつ手仕事でほうきを作っています。

　　　　　　2008 年からイチゴ狩りを中心に、イチゴ栽培をして

いる農園です。2015 年シーズンより、サツマイモ栽培も本格的に

はじめました。農園にはヤギさんもいて、イチゴ狩りした後のイチゴ

のへたを食べてくれます。イチゴはメインの「紅ほっぺ」をはじめ、

３～４種類あります。「生産的にくらす＝続いていくことを楽しむ」

という価値観が伝わるような場所づくりを目指しています。

グルメ、絶景ポイント、歴史など、筑波山麓を知り尽くしたガイド
のオススメスポットに皆様をご案内させていただきます。
月１回のペースでツアーを実施中。筑波山麓だけでなく、周辺市
町村にまで足を伸ばします。自転車初心者、女性の参加、大歓迎！！

筑波山麓りんりんツアー
（ガイド付き自転車ツアー）

小さなほうきから長ほうきまで、色々なほうきを販売いたします。
ミニブラシ 1800 円、手ほうき 9500 円、長ほうき 15500 円
ほうきのオーダー：手ほうき10000 円～、長ほうき12500 円～
サイズやカラーのご希望をお伺いし、身体にぴったりのほうきをお作りします。 
※つくいち内での受付、お受け渡し

イチゴのパックの全国発送も可能。また 20 名様以
上の団体も受付けております。会社や学校のレクリ
エーションにもおすすめ！

山麓で育った専用の青いわらでお正月に飾るしめ縄
をつくりませんか？上記以外の 12 月中のワークショッ
プの予定はHPをご覧ください。

時間：9:30 ～ 13:30　　　場所：茅葺き小屋（六所市営駐車場そば）
参加費：2500 円（しめ縄１本製作）

地元の名人に習って、沢水の田んぼでわらづくりから取り組んでいま

す。今年は門松にも挑戦。筑波山麓でお正月準備をしませんか？

10 月～3月まで つくいち出店中！

2018.10
2018.03ほうき職人　フクシマアズサ

7 月の活動は猛暑日！茅葺き小屋始まって以来の暑さでしたが、ちゃん
ちゃんこづくりは順調に進んでいます！迫り来る雑草には、防草シートで
対応中。結果やいかに！？

12/15 ( 土 )

毎週日曜日

２月の営業は真壁のひなまつり期間（2/4～3/3）真壁でお待ちしており
ます。また県立筑波高等学校２年生を対象としたつくばね学を行なって
おります。


